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知多綿織物業の力織機化と豊田佐吉
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問屋ニオイテ販売品ノ印  知多郡本銘誰改  縦二寸横五分






「       第廿五条
組合中規則二背キ或ハー般ノ信用ヲ損害スヘキ不信義ノ所業ヲナス者ハ会議ノ上其事故ノ軽重ニ
応シ相当ノ違約金ヲ出サシム尚時機ニヨリ除名シー 同取引ヲナサ ルヽヘシ但シ違約金ハ各其信認


















































































































































































































































































































































































































































(28)『半田市誌 資料篇Ⅵ 近現代 1』 1991年,21■215ページ。
(29)『愛知県史 資料編29』338■39ペー ジ。原文は,前掲,欧口多郡木綿商業組合規則」。
(30)同上,341ページ。
























(47)『愛知県史 資料編29』607■08ペー ジ。原文は,前掲 旺豊田佐吉〕事蹟取調書」。































(68)前掲,由井常彦「三井物産と豊田佐吉および豊田式織機の研究 (上)」 86ペー ジ以下。
(69)前掲『昭和7年統計概要』5ペー ジ。.
(70)前掲『尾濃機業取調報告書』86ペー ジ。
(71)前掲,由井常彦「三井物産と豊田佐吉および豊田式織機の研究 (上)」 90ペー ジ。
(72)『愛知県史 資料編29』631ページ。原文は,『染織新幸腱1191号,1907年12月の「動力織機の旺盛」。
(73)前掲,由井常彦「三井物産と豊田佐吉および豊田式織機の研究 (中)」 132ページ以下。
(74)前掲『尾濃機業取調報告書』76ペー ジ。
(75)前掲『尾濃機業取調報告書』82ペー ジ。
(76)『愛知県史 資料編29』35,356ページ。原文は,『織物界』第四六号,1906年3月の「知多晒の一大改良実施」。
(77)『愛知県史 資料編29』356ページ。原文は,注76に同じ。
(78)『知多郡統計概覧』愛知県知多郡役所,1914年。
(79)『愛知県史 資料編29』358ページ。原文は,『織物界』第64号,1907年9月の「岩井晒商況」。この論点を検討し
た,浦長瀬隆「明治期知多綿織物業における力織機化の一要因」『名古屋学院大学論集 社会科学篇』第27巻第2
号,1990年を参1亀
(80)『愛知県史 資料編29』359ページ。原文は,『織物界』第92号,1910年1月の「知多晒木綿商況」。
(81)前掲『昭和7年統計概要』5ペー ジ。
-18-
知多綿織物業の力織機イヒと豊田佐吉
毬DI前掲:由井常彦 F三井物産と豊田佐吉および豊田式織機の研究 (下)」140ページ以下:
GD前掲『昭和‐7年統計概要』5ペー ジ,『愛知県史 ‐資料編2側362ページ.
04)前掲 畔1和17年統計概要』15ページ。
〔付記〕
本稿は2003年度名古屋学院大学研究奨励金による成果である。研究テーマ自体は,愛知県史編さん
委員会近現代史産業経済部会の作業に多くを負っている。お世話をおかけしている部会長の近藤哲生
先生にお礼申し上げたい。併せて,1本稿のテ マーの講義に参加してくれた名古屋学院大学大学院経済
経営研究科の学生達にも感謝したい。
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